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１．はじめに

従来の学会誌の投稿論文は，大枠での規定は，あったものの，テンプレートがないために，印刷すると，不ぞろいな感じを読者にあたえ，せっかくの論文の品位を下げていた感がある．この点は，今回，外部の人から，指摘を受けたところであり，それならばと対策を考えてみた．バラバラな感じを与える主な原因は，表題や本文の文字の種類とフォントの大きさが論文ごとに違っていることに起因する．これは，統一できる．いまや，コンピュータが普及し，誰でもが，その恩恵に浴する時代である．また，幸いなことに，多くの人は，MS－Wordで，文章を書いてくださいと指定されても，それほど困らないであろう．

そこで，和文誌のテンプレートを作り，これを，下敷きにして，論文を書いていただくことにした．作成法は，簡単である．まず，このテンプレートを，インターネットで，ダウンロードする．そして，Microsoft Word　で，これを開き，上から書いていけば，自動的に，フォントの種類とサイズを合わせてくれる．これで，できあがり．

こうして，我々の和文誌は，投稿者ひとりひとりの努力で，自然に，高品位の論文誌となるという結果が得られるものと期待できる．

　　文は２段組で４４行です。

　本文の長さは、１０ページ前後が、

　目安です。

　　注意！！

他のワードで、作った文章をコピー＆ペースト

　すると、文字サイズなどが、変わります。

　できるだけ、このテンプレートを下敷きにして、

上から、直接書き込んでください。

　すると,自動的に、フォントや、行数が合います。

原稿は，すべて，eメールでやりとりします．

MS-Word　か　それをPDFファイルにしたものを，送ってください．始めから写真入りで投稿しても結構です。

　

２.　特に注意する点

2.1　式について

１．文は２段組で４４行ですが、

長い式は，一段で表しても良い．

その場合，続きがわかるように，していただきたい．

２．式は，わかりやすい表示であること．

Wordで式をきれいに書けることが望ましい.

TeXで式を版組した場合は，bmpファイルにして，貼りこむか，式を印刷したものをスキャナーで取り込み，jpgファイルとして貼りこむ方法がある．jpgの例は、以下の通りです。

 [image: image1.jpg]= a2z —z;) ™"+ Fa(t)
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2.2　表について

１．大きな表は，一段で表しても良い．

見にくい表にならないよう配慮してください．

2.3　図について

図は多くの場合，データ量が大きいので，jpgファイルとして貼りこむのが，望ましい．

見やすいようなサイズを考えていただきたい．

　　図（表）の脚注については、図(表)の下に

	図のつもりです

表も同じです。




図(表)１　　例を示した図(表)。これは、例です。

2.４．写真について

従来の学会誌の投稿論文は，大枠での規定は，あったものの，テンプレートがないために，印刷すると，不ぞろいな感じを読者にあたえ，せっかくの論文の品位を下げていた感がある．この点は，今回，外部の人から，指摘を受けたところであり，それならばと対策を考えてみた．バラバラな感じを与える主な原因は，表題や本文の文字の種類とフォントの大きさが論文ごとに違っていることに起因する．これは，統一できる．いまや，コンピュータが普及し，誰でもが，その恩恵に浴する時代である．また，幸いなことに，多くの人は，MS－Wordで，文章を書いてくださいと指定されても，それほど困らないであろう．

そこで，和文誌のテンプレートを作り，これを，下敷きにして，論文を書いていただくことにした．作成法は，簡単である．まず，このテンプレートを，インターネットで，ダウンロードする．そして，Microsoft Word　で，これを開き，上から書いていけば，自動的に，フォントの種類とサイズを合わせてくれる．これで，できあがり．

こうして，我々の和文誌は，投稿者ひとりひとりの努力で，自然に，高品位の論文誌となるという結果が得られるものと期待できる．

　　文は２段組で４４行です。

　本文の長さは、１０ページ前後が、

　目安です。

　　注意！！

他のワードで、作った文章をコピー＆ペースト

　すると、文字サイズなどが、変わります。

　できるだけ、このテンプレートを下敷きにして、

上から、直接書き込んでください。

　すると,自動的に、フォントや、行数が合います。

原稿は，すべて，eメールでやりとりします．

MS-Word　か　それをPDFファイルにしたものを，送ってください．始めから写真入りで投稿しても結構です。

　

２.　特に注意する点

2.1　式について

１．文は２段組で４４行ですが、

長い式は，一段で表しても良い．

その場合，続きがわかるように，していただきたい．

２．式は，わかりやすい表示であること．

Wordで式をきれいに書けることが望ましい.

TeXで式を版組した場合は，bmpファイルにして，貼りこむか，式を印刷したものをスキャナーで取り込み，jpgファイルとして貼りこむ方法がある．jpgの例は、以下の通りです。
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2.2　表について

１．大きな表は，一段で表しても良い．

見にくい表にならないよう配慮してください．

2.3　図について

図は多くの場合，データ量が大きいので，jpgファイルとして貼りこむのが，望ましい．

見やすいようなサイズを考えていただきたい．

　　図（表）の脚注については、図(表)の下に

	図のつもりです

表も同じです。




図(表)１　　例を示した図(表)。これは、例です。

2.４．写真について

写真はjpgで貼り付けてください．

　写真は，デジカメで撮影するか，写真を

　スキャナで取り込み，貼り付けてください．

2.5　文字について

１）日本語タイトルは

ＭＳ 明朝、16ポイント，ボールド

２）著者名は、ＭＳ 明朝、12ポ，ボールド

３）所属、要約、キーワードは、

ＭＳ 明朝、10.5ポ

４）英語タイトルは

Times New Roman、14ポイント，ボールド

５）英語著者名は、Times New Roman、12ポイント

６）英語の所属、要約、キーワードは、

Times New Romanのイタリック、10.5ポ

７）本文は、ＭＳ 明朝、10.5ポ

８）章名は、ＭＳ 明朝、12ポ，ボールド

９）参考文献は、以下のように書いてください。

以上の書き方に統一していただくと、全体として高品位の雑誌になります。ぜひ、皆さんのご協力をお願いします。

３．結論

１．身長及び体重・現ＢＭＩ

身長及び体重・BMIの平均は、看護学生では身長157.9cm、体重50.69kg、BMI20.37であった。助産学生では身長160.6cm、体重51.55kg、BMI18.53であった。　学生の現体重をＢＭＩで見ると、ほとんどが、普通であり、残りは、むしろ痩せに分類されることがわかる。平均で見ると、助産学生のBMIがやや低く、看護学生よりやせているが、これは、有意の差ではない。

２．体重認識

理想の体重への考え方は、２群でかわらず、助産学生の体重認識への正しい知識が、かならずしも反映されていないことがわかる。結局、助産科の学生も、うら若き乙女として、同世代の女子と同じ理想をもっているのである。
現BMIと理想BMIに相関があるかどうか、ピアソンの相関係数の検定を行った。相関係数は、看護科ｒ=0.671、助産科ｒ=0.801で、きわめて強い相関が見られた。その結果の散布図を示す。横軸に現体重、縦軸に理想体重をとった。上の図は、看護科学生、下図は、助産科学生である。
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図１　看護学生（上）・助産学生（下）の現体重と理想体重の比較　（＊ｐ<0.05　　＊＊ｐ<0.01）　

学生達の“太っている”という認識は、あくまで個人の感覚に基づく判断であり、客観的基準を用いたものではない。

　彼らは、いったいどうして太っていると感じているのであろうか？

太っていると考えている理由は、実は、看護学生と助産学生では、異なっている。

　この点では、調査結果は、特に看護学生は、他人からの評価を一番気にしていることがわかる。
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